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良い経営者を目指し、共に学び、共に育とう！

商い話

様

12 月県例会
報告者／石川大樹氏
　株イシカワ　代表取締役社長
　栃木県中小企業家同友会
　共に育つ経営研究部会・副部会長
【開催日】12/14水
【時　間】17:30～
【会　場】宇都宮市東市民活動センター（中今泉）

　
月
１２２０１６年度経営指針セミナー

［第６回・第７回］
経営計画を立てる
【開催日】11/5土、11/19土
【時　間】10:00～
【会　場】宇都宮市東市民活動センター（中今泉）

人を動かす
経営全国交流会in千葉
【開催日】11/17木、11/18金
【時　間】初日受付　12:00～
【会　場】アパホテル＆リゾート・
　　　　 東京ベイ幕張（千葉市）

　
月
１１

今後の
予　定

※予告なしに内容等が変わる場合があります。詳しい日程と時間は栃木県中小企業家同友会事務局（☎028ー612ー3826）までお問い合わせください。
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　８月２６日、べルヴィ宇都宮において栃木県中小
企業家同友会の創立３０周年記念経営フォーラムが
開催され、当初の目標であった１００名を大幅に上
回る１２４名の参加があった。
　フォーラムのメインとなる記念講演では、
「キンミヤ」ブランドで知られる宮﨑本店の宮﨑
由至氏（三重同友会）を迎え、中小企業のブラン
ディング戦略に関する報告を聞いた。とかくブラ
ンディングは大企業がやるものと思いがちだが、
むしろ中小企業にしかなしえないという話を軸に、
９０分間のまさに「熱弁」であった。
　第２部の懇親パーティでは会員同士はもちろん、
参加したオブザーバーの方々との懇親が深められ
たほか、歴代の代表理事を務められた方々へ感謝
の意を込めて花束贈呈が行われた。
　今回のフォーラムを開催して得られた最大の

収穫は、栃木同友会の会員が参画し、一丸となっ
て一つのことに向かっていく団結力を発揮できた
ことだと思う。そして、このことが栃木同友会の
今後の発展に大きく、深く寄与するものと私は
確信している。
［報告］経営フォーラム実行委員長
　　　 石川大樹／株イシカワ

創立30周年を迎えた栃木同友会。
記念フォーラムを盛大に開催！

中小企業のブランディングについて
熱弁する宮﨑本店の宮﨑由至氏 乾杯の音頭とともに盛り上がった懇親パーティの様子

あいさつに立つ栃木同友会・八木　仁代表理事



■ 栃木同友会に関する資料請求はこちらまで → FA X 028 - 612 - 3827
貴社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役職名・氏名

住所　〒

TEL　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　　　　E-mail

※ご記入いただいた個人情報は、各種ご案内ならびにお問い合わせ対応のみに使用し、第三者への開示は一切ありません。

栃木県中小企業家同友会　会報「商い話」vol.８９（２０１６年１０月発行）

　９月２６日、宇都宮市東市民活動センターにて
有赤札堂印刷所の小山研一氏を報告者に迎え、県例
会が開催された。今年、栃木同友会は創立３０周年を
迎えたが、小山氏はその創設時からのメンバーであ
り、氏自身も社長に就任して３０余年、同友会ととも
に歩んできた社長業であった。
　危機的状況の会社に突然社長に就任。五里霧中、
暗中模索での社長業、そんな中、経営を学ぶ「中小
企業家同友会」の存在を知り入会する。多くの経営
者との交流から自社の立ち位置が確立でき、また

経営指針を学び、成文化したこと
で、印刷業界は他業界では「当た
り前」のことが欠如していること
がわかった。
　その後取り組んだ「凡事徹底」
が減少した顧客を取り戻し、リ
ピーターの獲得にも繋がった。
しかし、昨今の印刷業界はイン
ターネットに飲み込まれおり、今のままの業態では
生き残れない。生き残る道は「問題解決のプロフェッ
ショナルになること！」。そう熱く語る小山氏であった。
［報告］県北支部長
　　　 八木澤和良／八木澤社会保険労務士事務所

「凡事徹底」を貫き通し、
生き残れ、勝ち残れ！

小山研一氏

　７月２２日、宇都宮市東市民活動センターにおいて
フォローアップ委員会主催による「同友会オリエン
テーション」が開催された。「近年入会会員に対して
同友会への理解を深めてもらうこと」が趣旨である。
委員の司会進行の下に入会歴の長い先輩会員が説明、
これに新人会員が質問するという対話形式での開催
となった。
　内容は同友会の歴史、目的といった基本事項から、
現状の運営体制、学びの方のポイントといった具体
例まで多岐に渡った。「生の声を伝えたい」との想い
から既成のテキスト等は用いず、先輩会員の実体験

から作成した資料を
用いての進行は好評
であった。
　「新人会員に伝え
ようと、同友会、経
営を振り返り、討議
したことで一番勉強
になったのは私たち
だ」との感想が先輩
会員の多くから発表された。ここに同友会らしさが
あると改めて感じた。同会は来年度も開催予定で
ある。
［報告］フォローアップ委員長
　　　 福田忠史／プルデンシャル生命保険株

同友会オリエンテーションの様子
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　９月１５日～１６日、金沢市で「第４４回青年経営者
全国交流会」が全国１２００名を超える会員の参加で
開催された。
　初日は１５の分科会。２日目は中同協会長の
鋤柄　修（すきがら・おさむ）氏の「同友会で何
を学び、どう実践するのか～青年経営者への期待
～」という特別報告と、石川同友会の副代表理事、
㈱ビーインググループＣＥＯの喜多甚一（きた・
しげかず）氏の「どん底から１００億企業への軌跡～
『わかる、できる、する』行動こそすべて！～」と
いう記念講演が行われた。

　喜多氏は２０歳の時に白タ
ク１台から会社をスタート。
創業３０周年の現在は社員数
２,１００名を超える企業に
成長した。父親が失敗した
運送会社。起業時「物流と
は運送、保管、包装、荷役、
流通加工、情報」だと知り、
目指したのは物流の会社
だった。話を聞き、お客様
の視点で考えた時、自社のドメインは発想の原点
であることを再確認した。
［報告］代表理事
　　　 八木　仁／株シンデン

「運送」か「物流」か？
事業の定義が会社を決める

新入会員に対して同友会への
理解を深めてもらうために

　■ 活動報告 01　　同友会オリエンテーション（設営／フォローアップ委員会）

　■ 活動報告 02　　９月県例会（設営／県北支部）


